RILEMニュース

RILEM TC-MAIの概要
（公開されている活動概要書を要約したものである）

―　腐食劣化に伴う鉄筋コンクリート構造物のモデル支援による供用寿命予測　2005　―
委員長：Dr. Carmen ANDRADE 
幹事長：Mr. Joost GULIKERS
活動の目的
コンクリート構造物は非常に耐久的であり得るが、経年変化がもたらす、維持保全・アセスメントおよび補修の経済的な影響は、依然として研究課題である。コンクリート構造物の経年変化で最も重要な過程は鋼材の腐食である。供用期間のモデル化は非常に複雑なものである。数多くの研究が包括的な方法を見出すために実施されており、これまでにRILEMの次のTC（Technical committee）では重要な内容を扱い報告書をまとめている。TC-104-DDC：コンクリート構造物の劣化分類、TC-130：供用期間予測、TC-154：コンクリート中での腐食測定の電気化学的技術、TC 160-MLN：原子力発電所のコンクリート構造物の寿命予測、TC-178：コンクリートへの塩化物浸透の試験とモデル化。これらは供用期間予測の特定面について検討してきたものである。包括的モデル化について次のことが可能となった。a)設計段階および供用下における特定環境での腐食性物質の浸透予測、b)補強材で起き始めた腐食の進展、c)ひび割れが始まった後の構造性能。
塩化物浸透と炭酸化のモデル化がこれまでの主な関心事であったが、工学的観点からの塩化物含有量の限界は依然として議論の余地を残している。また、腐食は、かぶりコンクリートのひび割れを引き起こし、鋼材とコンクリートの一体化を失わせ、構造物の耐荷性を損なうことになるが、これらは厳密な形ではほとんど検討されていない。したがって、腐食が進行してからの構造性能のモデル化が重要である。一方、モデル化は特定のコンクリート試験や埋設センサを活用したモニタリングによって補助することができる。

TC-MAIの目的は、設計段階または腐食による損傷を受けた構造物の既存モデルおよびそれらのモデル化の実践に適した試験やセンサに関して、最新情報を提供することにある。もう一つの目的は供用寿命予測モデルの使用者への手引きとなるRILEM指針の準備することである。

参考
本TCの主な検討範囲は、多くの国と地域と国際的組織(fib, ACI, IABSE, etc)において現在も研究されている。以前のRILEMの補強材腐食に関する以下のTCが出発点である。TC-60：コンクリート中の鋼材腐食および上記に示した５つのTC。また、補強材腐食に特化した訳ではなく、活動がもっと広範ないくつかのTCがある。TC- LTP Prof. Dr. Asko Sarja：材料と構造物のライフタイム性能、TC-INR Prof. Denys Breysse：非破壊検査結果の解釈とRC構造物のアセスメント。この課題の重要性の認識のためとRILEMの長い伝統により再検討を行い、設計者と使用者にモデルの指針を示す必要があるであろう。また、知識や認識の相違を明らかにし、さらなる研究が必要な事項を提案するためである。本委員会の作業として、この分野の新しいものへの準備を促すことを試みる。
作業プログラム詳細
作業の執り始めは補強材腐食に関する既存モデルの集積にある。レヴューは他の委員会が着手し、権威機関の既存指針（主に道路運輸関連）、研究プロジェクトの結果、既存マニュアル、RILEM報告と文献を対象にする。活動は5年に及ぶ予定だが、特定分野で新しい委員会の提示が可能となれば、委員会の活動のいくつかは終了する。本TCは以下のWGからなる。
a. 設計段階における塩化物と炭酸化の浸透のモデルと進展期のモデル
b. 腐食の塩化物限界と限界状態

c. 腐食している構造物の構造モデル化

d. 腐食した構造物評価のための試験方法とモニタリング方法

期待される成果
主たる成果

・既存モデルの最新情報の報告と必要な研究課題の提示
・補強材腐食のモデルの使用者へのRILEM指針
他の活動
・国際ワークショップ2007
・最新情報報告のための国際会議2008
結果の利用方法
本TCの結果は、補強材腐食特有の観点から、コンクリートおよびコンクリート構造物の経年の維持管理へ応用できる。既存モデルの分析は適切な選定と応用に役立つ。経済的影響については、本TCの結果の応用は、劣化パラメータの理解が深まり、性能モニタリングの指針を提供することで、安全性と信頼性を増すことになり、改良された材料と設計方法の利用を通じて、潜在的にコスト低減となり得る。
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